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松崎憲三編著
　　　　『東アジアの死霊結婚』
大山孝正※
　本書は，日本の東北地方の死霊結婚について調
査・研究を進める編著者が，沖縄を含む日本・韓
国・中国・香港・台湾の東アジア諸地域におけ
る，これまで発表された死霊結婚に関するユ6本の
論稿をまとめ，これに2本の新稿を加えて，編集・
発刊されたものである。両親や近親者が死者をし
て結婚せしむる習俗については，「死霊結婚」「冥
婚」「冥界婚」「死後結婚」など，研究者によって
様々なタームが用いられてきたが，近年「死霊結
婚」に統一する動きがあり，本書でも「死霊結婚」
の語をタイトルとして用いている。
　本書の構成は，「第一篇　日本の死霊結婚」，「第
二篇　東アジアの死霊結婚」，「第三篇　説話に見
る死霊結婚」の三篇に分かれる。各篇に収められ
た論稿を紹介して・おくと，以下の通りである（所
出は省略）。
第一篇　日本の死霊結婚
　高松敬吉「青森県の冥婚」
　松崎憲三「東北地方の冥婚についての一考察
　　　　　（一）一山形県村山地方を中心とし
　　　　　て一」
　松崎憲三「東北地方の冥婚についての一考察
　　　　　（二）一宮城県の事例を中心として一」
　松崎憲三「東北地方の冥婚についての一考察
　　　　　（三）一青森県弘前市・山形県羽黒
　　　　　町の事例を中心として一」（新稿）
　櫻井徳太郎「沖縄本島の冥界婚姻巫俗一ユタ
　　　　　の関与するグソー・ヌ・二一ビチー」
　新垣智子「沖縄における冥婚一＜グソー・ヌ・
　　　　　二一ビチ＞の構造的原理」（新稿）
※筑波大学大学院歴史・人類学研究科
第二篇　東アジアの死霊結婚一
　竹田　旦「東アジアの死霊結婚F韓国の習俗
　　　　　を中心に一」
　竹田　旦「韓国・珍島における死霊結婚」
　崔　吉城「韓国巫俗の死霊祭」
　中田睦子「冥婚から陰陽合婚へ一台湾におけ
　　　　　る冥婚類型の変化とその意味一」
　植野弘子「台湾漢人社会の位牌婚とその変化
　　　　　一父系イデオロギーと姻戚関係のジ
　　　　　レンマー」
　中生勝美「香港の冥婚と世界観」
　櫻井徳太郎「冥界婚姻の論理一中国の冥婚習
　　　　　俗と死霊観一」
　廣田律子「文献に見出せる冥婚習俗とその意味」
第三篇　説話に見る死霊結婚
　繁原央「中国冥婚説話の二つの型」
　澤田瑞穂「墓中育児講」
　花部英雄「幽婚出産講」
　花部英雄「幽婚講の系譜一通幻伝説を中心に一」
　本書のように日本および隣接諸地域についての
論稿を集めて，地域ごとに整理した書物としては，
既に比嘉政夫．・植松明石・渡辺欣雄編『環中国海
の民俗と文化』1～3（凱風社，1989）等が出て
いる。こうした形の編著の出版は，日本と東アジ
ア諸地域との比較民俗学が指向されながらも，そ
の独自の視点や方法論については現在も様々な意
見の相違がある中で，各地域での研究成果を一端
整理することによって，比較民俗学の内容および
方向性を具体的に議論していくための共通の場所
を提示するものとして，大きな意義を持つと考え
る。本書の発刊も，死霊結婚をめぐる比較民俗学
的研究の進展に寄与するものとして評価されよう。
　しかし，編著者である松崎氏自身は「はじめに」
の中で，「筆者の関心は，死霊結婚の日本におけ
る地域的展開とその特性を把握することにある
が，さまざまな成果を播くに連れて，東アジア諸
地域における習俗を視野に入れた上で，日本の死
霊結婚を見つめ直す必要を痛感するに至った。そ
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の手始めに試みたのが先学諸子の論考の整理であ
り，その副産物が本書にほかならない」と述べて
いる。すなわち，編著者の立場としては，本書は
あくまで死霊結婚に関する研究史の整理を目的に
編まれたのであり，「別段，比較民俗学的視点か
ら編まれたものではない」という。事実，本書の
中で松崎氏が「死霊結婚の比較民俗学」のあり方
について具体的に論及している箇所はほとんど見
られない。唯一，第二篇に収められた竹田旦「東
アジアの死霊結婚一韓国の辛例を中心に一」机
中国・日本・韓国の死霊結婚の比較分析を通し
て，死霊結婚の類型化を試みているのみである。
　死霊結婚の比較民俗学的研究を進めることにつ
いて，松崎氏は，むしろ慎重な姿勢を示している。
本書中に収められた氏自身の論稿（「東北地方の
冥婚についての一考察（一）」）の中で，氏はこれ
までの死霊結婚をめぐる研究史を簡潔に整理して
いる。それによると，戦前の中国本土を対象とし
た研究以来，日本では永く研究が途絶えていたが，
1970年代後半以降，櫻井徳太郎によって比較民俗
学的視点からの中国，日本の東北地方，沖縄を
フィールドとした研究論文が発表された。さらに
80年代に入って，韓国をフィールドとした調査も
行われ，櫻井，竹田旦らによって東アジア全体を
視野に入れた研究がなされた。その一方で，同氏
の指摘するように，日本，特に東北地方の死霊結
婚1こついてのインテンシブな調査は，これまであ
まり行われてこなかった。
　こうした研究史を踏まえた上で，松崎氏は同論
稿の中で，「日本の，特に東北地方の冥婚習俗の
実態が充分な形で把握されていない現状での比較
は少なからず問題が残る」と述べている。例えば，
竹田が示した東アジアの死霊結婚の類型について
も，再検討の余地があるとしている。具体的には，
人形や地蔵を奉納する青森の事例や，「ムカサリ
絵馬」を奉納する山形の事例などについても，竹
田の類型と対照させつつ検討し，竹田が整理した
結果よりヴァリエーションを持つものとして捉え
られるとしている。この論稿で示された同氏の姿
勢は，主に中国・韓国などを対象とした調査・研
究の進展の中でなされてきた，これまでの比較民
俗学的研究に対して，日本における詳細な調査・
研究をさらに進展させる必要を説くものである。
そうした姿勢は，本書の編著者としての姿勢にも
表れている。
　しかし，「東アジア諸地域における習俗を視野
に入れ」ることの必要性を感じたことを編集の動
櫟として挙げているように，氏自身が比較民俗学
的研究への指向性を有していたことも確かであ
る。その意味では，本書に収められた既出の論稿
を通して，今後の比較民俗学的研究をめぐる課題
を浮き彫りにすることが，編著者としての同氏の
ねらいであったとも考えられる。また，日本の死
霊結婚習俗の発生と普及過程を知る大きな手掛か
りとして，氏が中国から受容された冥婚説話に注
目し，冥婚説話についての論稿を第三篇「説話に
見る死霊結婚」にまとめていることは，今後の比
較研究において重要な意味を持つものであろう。
　ただ，氏白身は今後の比較研究のヴィジョンに
ついて，具体的な論及はほとんどしていない。む
しろ，その前段階の作業とし、ての個々の地域にお
ける詳細な調査・研究の方に，より比重を置いて
いるようである。例えば，「はじめに」の中で「筆
者の関心は，死霊結婚の日本における地域的展開
とそg特性を把握することにある」と述べ，巻末
の「解説」にも「編者が当面の課題としている死
霊結婚の地域的展開とその特性の把握」とある。
同氏がこのように述べる理由は，先に触れたよう
に，当面は日本における詳細な調査・研究を進展
させる必要があるとの氏自身の考えもあるが，一
方で「死霊結婚は個別地域毎に異なる展開を見せ，
また個別地域毎にその持つ意味も異なる」という
認識があるからである。こうした個々の地域レベ
ルでの死霊結婚の特性把握という作業は，基本的
には，氏白身のフィールドである東北地方の死霊
結婚についての調査・研究においてなされるべき
性格のものであろう。本書中に収められた自らの
3本の論稿の中でも，東北地方各地の死霊結婚の
目的や奉納されるもの，介在する民間巫者の種類，
新宗教の関わり方などについて詳細に分析してい
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